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こいo～ぽり

　さわやかな五月晴れの空を泳ぐこいの

ぼり。心身ともに健やかに明るい子ども

に成長するように…一。そんな親たちの

願し藩をこめで。1（大字柴にて）
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人
世

／998

12，730人　＋5（男6，255人　女6，475人）

3，842世帯＋7　　（4月1日現在）



　
か
つ
て
わ
た
し
た
ち
は
、
あ
ま
り
ゴ

ミ
を
出
さ
な
い
暮
ら
し
方
を
し
て
い
ま

し
た
。
限
ら
れ
た
も
の
を
、
大
切
に
使

い
、
　
「
活
か
し
て
使
う
、
直
し
て
使
う
」

な
ど
の
知
恵
を
つ
ち
か
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
　
「
も
っ
た
い
な
い
」
と
い
う
言

葉
も
ご
く
当
た
り
前
の
こ
と
の
よ
う
に

感
じ
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
今
や
わ
た
し
た
ち
の
ま
わ

り
に
は
、
モ
ノ
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

次
か
ら
次
へ
と
新
製
品
が
作
り
出
さ

れ
、
中
に
は
、
一
度
も
使
う
こ
と
な
く

捨
て
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ヨ

ゴ
ミ
は
ど
れ
だ
け
攣
え
て
い
る
か

　
わ
た
し
た
ち
は
、
日
常
生
活
の
中
で

さ
ま
ざ
ま
な
ゴ
ミ
を
出
し
な
が
ら
生

活
し
て
い
ま
す
。
日
本
中
の
家
庭
か
ら

出
さ
れ
た
ご
み
の
量
は
、
一
日
に
約
十

四
万
ト
ン
、
一
年
間
で
は
、
お
よ
そ
五

千
三
十
万
ト
ン
に
も
の
ぽ
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
東
京
ド
ー
ム
の
約
百
三
十
五
杯

分
に
相
当
し
ま
す
。

　
し
か
も
、
そ
の
量
は
こ
こ
数
年
増
え

続
け
て
お
り
、
町
に
お
い
て
も
平
成
元

年
に
家
庭
か
ら
出
さ
れ
た
ゴ
ミ
の
量
は
、

●
町内に不法投棄されたゴミ

千
六
百
三
ト
ン
で
あ
っ
た
も
の
が
、
平

成
九
年
度
で
は
二
千
二
百
八
十
ニ
ト
ン

と
年
を
追
っ
て
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

こ
の
ま
ま
増
え
続
け
る
と
、
ゴ
ミ
処
理

費
用
の
負
担
が
大
き
く
な
る
ば
か
り
で

な
く
、
ゴ
ミ
処
理
場
の
処
理
能
力
が
限

界
と
な
っ
た
り
、
最
終
処
分
場
の
用
地

が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
燃
え
る
ゴ
ミ
を
処
理
し
て
い
る
大
里

南
部
清
掃
セ
ン
タ
；
で
も
、
平
成
九
年

度
に
焼
却
灰
の
一
部
を
秋
田
県
能
代
市

へ
千
八
百
六
十
四
ト
ン
排
出
し
処
分
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

年
々
増
え
続
け
る
ゴ
ミ
を
減
量
す
る

に
は
、
わ
た
し
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
い

か
に
ゴ
ミ
を
減
ら
す
か
が
大
き
な
課
題

で
す
。

　
ゴ
ミ
の
容
量
を
減
ら
す
だ
け
な
ら
焼

却
を
す
れ
ば
い
い
と
考
え
る
人
も
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
す
べ
て

の
ゴ
ミ
が
焼
却
で
き
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
し
、
残
っ
た
灰
は
や
は
り
埋
め

立
て
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
な
に
よ

り
こ
の
方
法
で
は
環
境
を
汚
染
す
る
と

い
う
大
き
な
落
と
し
穴
が
あ
る
の
で
す
。

一
つ
に
は
、
焼
却
時
に
発
生
す
る
大
量

の
二
酸
化
炭
素
に
よ
っ
て
、
地
球
の
温

暖
化
を
さ
ら
に
進
め
て
し
ま
い
ま
す
。

ま
た
、
む
や
み
に
ゴ
ミ
を
燃
や
す
と
、

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
な
ど
の
有
毒
な
ガ
ス
を

発
生
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
の
で

す
。

　
こ
う
し
た
環
境
へ
の
悪
影
響
を
も
考

え
る
と
、
ゴ
ミ
間
題
の
解
決
策
は
「
ゴ

ミ
全
体
の
量
を
減
ら
す
」
と
い
う
こ
と

以
外
に
あ
り
ま
せ
ん
。
生
ゴ
ミ
は
コ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ろ

ポ
ス
ト
な
ど
を
利
用
し
て
堆
肥
化
す
る
。

ま
た
、
新
聞
や
雑
誌
、
古
着
な
ど
は
、

ゴ
ミ
と
し
て
出
さ
ず
資
源
回
収
に
出
す
。

ス
ー
パ
ー
や
デ
パ
ー
ト
の
過
剰
包
装
な

ど
も
、
な
る
べ
く
少
な
い
包
装
に
し
て

も
ら
っ
て
家
に
持
ち
か
え
る
よ
う
に
し

た
い
も
の
で
す
。

　
ゴ
ミ
を
出
す
の
は
人
間
だ
か
ら
、
わ

た
し
た
ち
は
ゴ
ミ
を
減
ら
す
こ
と
も
で

き
る
は
ず
で
す
。
一
人
ひ
と
り
が
、
ゴ

ミ
を
減
ら
し
て
い
く
努
力
を
し
て
い
き

た
い
も
の
で
す
。
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狸
　
ノ
翼
一
．
、
裡
即
．
司
　
　
．
鼎
却
『
．
，
メ

　
わ
た
し
た
ち
が
出
す
ゴ
ミ
の
中
に
は
、

資
源
ゴ
ミ
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
あ
り
、

簡
単
な
加
工
に
よ
っ
て
再
利
用
で
き
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
を
ゴ
ミ
と
し

て
捨
て
る
の
で
は
な
く
、
資
源
と
し
て

有
効
に
活
用
し
再
利
用
す
る
こ
と
を
リ

サ
イ
ク
ル
と
言
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
の
一
環

　
環
境
月
間
の
一
環
と
し
て
、
ゴ
ミ

ゼ
ロ
の
日
・
ク
リ
ー
ン
埼
玉
県
民
運

動
と
歩
調
を
合
わ
せ
本
年
も
、
町
内

一
斉
ゴ
ミ
追
放
運
動
を
実
施
い
た
し

ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●

と
し
て
、
小
・
中
学
校
P
T
A
や
老
人
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

ク
ラ
ブ
な
ど
の
団
体
が
行
っ
て
い
る
資

源
回
収
に
奨
励
金
を
出
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ゴ
ミ
と
し
て
出
さ
れ
た
も
の

の
中
に
、
ま
だ
十
分
使
え
る
も
の
が
目

立
つ
こ
と
な
ど
か
ら
、
昨
年
同
様
に
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
五
月
と
十
一
月
に

予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
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分
別
収
集
と
は
、
ゴ
ミ
処
理
の
効
率

を
高
め
る
た
め
に
、
　
「
燃
え
る
ゴ
ミ
」

と
「
燃
え
な
い
ゴ
ミ
」
と
に
分
け
て
収

集
す
る
こ
と
で
す
。
　
「
燃
え
る
ゴ
ミ
」

は
指
定
さ
れ
た
ゴ
ミ
袋
に
入
れ
、
　
「
燃

え
な
い
ゴ
ミ
」
は
ビ
ン
・
カ
ン
・
そ
の

他
の
三
つ
に
分
け
透
明
ビ
ニ
ー
ル
袋
に

入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ス

プ
レ
ー
缶
は
、
爆
発
事
故
の
原
因
と
な

る
た
め
、
ガ
ス
抜
き
を
し
て
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
次
の
ぺ
ー
ジ
の
ヶ
ゴ
ミ

の
出
し
方
”
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

ゼ
丁
筆
「

期
日

時
問

五
月
三
十
一
日
（
日
）

雨
天
の
場
合
六
月
七
日

（
日
）

午前八

時
よ
り
正
午
ま
で
の

間



　 ：

　
　
　
馬

収集日の朝8時30分までに出してください。

持ち出し方のマナーと留意点

●台所のゴミはよく水切りをして、指定の紙
　袋へ入れロを結んで出してください。

●指定の紙袋以外は、収集いたしません。

●木くずは長さ50㎝以内に切り、直径30㎝以

　内の束に結んで出してください。

●立木・木製品・木製家具類・布団（マット

　レスは除く）は大里南部清掃センター（智
　36－5745）へ本人が直接搬入してください。

　　（営業用で搬入する場合は有料になりま
　す。）

　収集するゴミの内容
　　●料理くす・残飯・果物の皮・茶がら・卵のから等

台所ゴミ瞥欝勤噸蕪
　　●板くず・植木の枝・葉（草）・割りぱし等

木くず難・講輔騨
　　●履物・バンド・ひも類・かばん・布くず・チリ等

その他鰯紬鋤必

ゴミの種別

再
利
用
で
き
な
い
物

う
、
徹
、
撫

燃
え
る
ゴ
ミ
（
可
燃
物
）

☆もう一度利用するために、PTA・子供会
　などの地域の集団回収にご協力を、または

　業者に依頼してください。（リサイクル運勤）

●ダンボール箱は小さく折りたたんで結んで
　出してください。

●衣類は持ち出しやすくして出してください。

●新聞紙・雑誌・チラシ・包装紙・ダンボール等

、
、
箋
．

類
　
類

紙
　
布

再
利
用
で
き
る
物

資
源
物

燃
え
な
い
ゴ

　、撫

嚢欝
，騨

再
利
用
で
き
る
物

ビン類

●酒・ビール・清涼飲料水等のビン

陣騒　・．穐、
☆分別し資源回収として資源の再利用いたし
　ます。

●透明のビニール袋に（缶の袋・ビンの袋）

　それぞれに分けて出してください。

繍鐵　“

缶類
●飲料用アルミ缶・スチール缶

幽醗翻e．．聡

、
、
六
不
燃
物
）

　びん
が養

　　層・二臨！・

　　　　鴛’

　あき缶

　　1ピ仔　　、

醜鐵轟
騰翻

　その他

再
利
用
で
き
な
し、
物

その他の

不燃物

●茶わん・皿・植木鉢・オモチャ類・小型電気器具・

　スチール家具等・スブレー缶・缶づめ缶・鉄類等

　　　　　　　　　Ω

　　　　　　　　　　　　　　　　　　総

鞠’鞠鞭〆

●透明のビニール袋に入れて口を結んで出し
　てください。

●スブレー缶のような、爆発の危険のあるも

　のは穴をあけ、ガス抜きして出してください。

　　　　　　　　　　　　ΩΩ

粗
大
ゴ
ミ

自転車
洗濯機
テレビ
冷蔵庫

●粗大ゴミは、そのまま出してください。

解＄繍 　，・読蓄「、

歯．’〆

1㌔℃岬一

、
、
、

●乾電池・蛍光灯・鏡等

　　　　　　慰昏⑬鋤
☆水銀混入物です。（公害発生源を防ぐ）

●蛍光灯等は必ずケースから出して透明なビ

　ニール袋に入れて出してください。

収集できないゴミ
●タイヤ・ガスボンベ・廃油・建築廃材 ●直接処理するか専門の業者に依頼してくだ

　さい。

●収集場所　●JA小原支店敷地内
　　　　　　●農業総合センター敷地内

　　　　　　●役場敷地内

●紙おむつの中の汚物（大便）を取り除いてか

　ら透明・半透明のレジ袋に入れ指定された
　収集場所（コンテナ）へ入れてください。

＊会社・事業所等で出される事業系のゴミは、町の収集場所に出せません。専門の業者に委託してください。

（3）
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新
年
度
に
な
り
、
教
職
員
お
よ
び
町
職
員
に
異
動
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
住
民
と
行
政
を
結
ぶ
パ
イ
ブ
役
と
し

て
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
区
長
さ
ん
に
も
交
代

が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

◎
区

長

　r千板小野御樋懸謡持　笠　今江神　福正馬春
教lt田代原井井川谷原島醤場北

職／犀雍明璽薙些＿
コ　 し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ

貝・ ）
は
前
任
者

　
（
小
島
勧
一
）

（
橋
本
　
利
夫
）

（
杉
田
　
　
一
一
）

（
寺
山
　
保
男
）

（
細
井
　
　
多
）

　　パ　　寺

　　山

II 和

1I 垂

主事教教●主事教
査務諭頭転査務諭

坂
下
　
司
　
　
用
土
小

宮
下
　
幸
枝
　
川
本
南
小

入井
上
美
佐
子

斉
藤
　
治
行

深
谷
西
小

上
柴
西
小

杉
浦
　
健
三
　
豊
里
小

江
南
北
小
学
校

　
江
南
南
小
学
校

●
転
　
出

教
頭
　
太
幡
　
恒
夫
　
三
尻
小

黎麩●轡栄““““塾教●
諭頭転貝養　　　　諭頭転

出
福
島
成

宮
澤
達
三

増
田
　
京
子

荒
木
佐
智
子

宮
原
　
誠
一

濱
島
　
和
子

大
麻
生
小

大
里
教
育
事
務
所

熊
谷
新
堀
小

熊
谷
桜
木
小

花
園
小

市
田
小

笠
原
喜
久
枝
　
浦
和
道
祖
土
小

入鳥
塚
　
富
弥
　
県
教
育
局

井
桁
　
清
　
　
熊
谷
南
小●

轡栄““““整
貝養　　　　諭

教教●“““““““塾教●
諭頭転　　　　 諭頭転江

山
田
恵
美
子

栗
原
利
久

市
川
久
美
子

矢
部
　
孝
之

大
沢
　
広
美

本
庄
東
小

熊
谷
西
小

小
川
大
河
小

熊
谷
石
原
小

北
本
中
丸
東
小

田
島
千
葉
美
　
深
谷
南
中

南
中
学
校

出島
田
　
信
雄

伊
藤
　
利
通

大
河
原
宏

田
中
　
正
義

吉
沢
　
朝
子

中
島
敏
和

中
澤
　
弘
文

森
田
美
代
子

山
本
　
享

入轟
　
　
和
男

浜
野
　
政
司

権
田
　
好
範

大
河
原
　
徹

鴻
野
　
年
伸

新
す
づ
子

斉
藤
　
豊

大
沢
　
美
幸

清
水
修

燈
町
職
員

大
幡
中

定
年
退
職

別
府
中

大
原
中

寄
居
中

寄
居
中

寄
居
中

富
士
見
中

臨
任

大
里
教
育
事
務
所

妻
沼
東
中

熊
谷
荒
川
中

花
園
中

川
本
中

大
里
中

深
谷
中

男
会
中

臨
任

退
　
職

　
岡
部
　
尚
次
（
税
務
課
長
）

　
寺
山
　
重
雄
（
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
）

　
室
岡
　
寛
昭
（
教
育
委
員
会
指
導
主

　
　
　
　
　
　
事
）

　
福
島
　
夏
江
（
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理

　
　
　
　
　
　
員
）

昇
格

○
教
育
委
員
会
次
長
　
　
安
藤
喬
司

　
　
　
　
　
　
　
　
（
企
画
課
補
佐
）

○
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
野
口
考
一

　
　
　
　
　
　
　
　
（
経
済
課
主
査
）

異
　
動

○
議
会
事
務
局

　
局
　
長
　
橋
本
安
行
（
教
幽
暴
員
会
）

○
総
務
課

　
主
　
任
　
関
口
　
治
　
（
税
務
課
）

○
企
画
課

　
補
佐
　
新
井
健
郎
（
保
健
衛
生
課
）

o
税
務
課

　
課
　
長
　
小
林
公
夫
（
議
会
事
務
局
）

　
主
　
任
　
吉
野
真
伸
（
教
育
委
員
会
）

○
保
健
衛
生
課

　
補
　
佐
　
冨
田
康
夫
（
教
育
委
員
会
）

○
経
済
課

　
主
　
任
　
岡
田
　
英
浩
（
建
設
課
）

　
主
　
事
　
神
谷
　
英
樹
（
建
設
課
）

o
建
設
課

　
主
事
茂
木
正
則
（
経
済
課
）

o
教
育
委
員
会

　
主
　
事
　
井
上
　
努
　
（
総
務
課
）

o
給
食
セ
ン
タ
ー

　
調
理
員
広
沢
　
裕
喜
（
新
採
用
）

○
幼
稚
園

　
保
母
橋
本
陽
子
（
図
書
館
）

○
図
書
館

　
主
　
査
　
田
中
公
子
（
幼
稚
園
）

◎
民
生
児
童
委
員

　
四
月
一
日
よ
り
民
生
児
童
委
員
に
、

パ
ー
ク
シ
テ
ィ
地
区
の
矢
崎
冨
士
子
さ

ん
が
厚
生
大
臣
よ
り
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

の
で
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
地
域
の
身
近
な
支
援
者
と
し
て
活
動

い
た
し
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
前
任
の
古
屋
宗
一
さ
ん
は
平

成
九
年
十
一
月
三
十
日
で
ご
家
庭
の
都

合
に
よ
り
辞
任
さ
れ
ま
し
た
。

矢
崎
冨
士
子
さ
ん
の
連
絡
先

　
江
南
町
大
字
押
切
二
六
五
三
－
三
一

　
電
話
　
三
六
－
一
八
五
二

毒穣

鮒

・
轡
、
ζ
　
　
卜
「
籍
露

細
鎧
、
鴨
・

　
　
望
蓬

諾
塾

（4）



●

σ

小
原
・
御
正
駐
在
所
に

　
　
　
　
　
平
塚
亡
ん
と
高
野
亡
ん
着
任

氏
　
名
　
平
塚
　
文
夫
（
四
十
一
歳
）

出
身
地
　
埼
玉
県
富
士
見
市

趣
味
読
圭
貝
釣
り

　
平
塚
さ
ん
は
、
こ
ち
ら
に
転
任
さ
れ

る
前
は
、
西
入
間
警
察
署
に
勤
務
さ
れ

数
々
の
功
績
を
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
平

塚
さ
ん
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
で
す
。

　
「
こ
の
度
の
異
動
に
よ
り
、
西
入
間

警
察
署
か
ら
ま
い
り
ま
し
た
。

　
自
然
に
恵
ま
れ
た
環
境
の
良
い
江
南

町
に
こ
ら
れ
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

1燃再

　
こ
れ
か
ら
も
交
通
事
故
の
防
止
は
勿

論
の
こ
と
、
犯
罪
の
予
防
・
検
挙
に
向

け
最
善
の
努
力
を
尽
し
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
已

　
小
原
駐
在
所
の
電
話
番
号
は
、
三
六

－
五
三
三
六
で
す
。

　
前
任
の
梅
沢
正
己
さ
ん
は
、
埼
玉
県

警
機
動
隊
勤
務
と
な
り
ま
し
た
。

平塚文夫さん

　
　
　
　
　
　
ニ
う
じ
ゅ
ん

氏
　
名
　
高
野
　
行
純
（
三
十
四
歳
）

出
身
地
　
栃
木
県
大
田
原
市

趣
味
野
球
、
ゴ
ル
フ

　
高
野
さ
ん
は
、
こ
ち
ら
に
転
任
さ
れ

る
前
は
、
交
通
機
動
隊
で
数
々
の
功
績

を
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
高
野
さ
ん
か
ら

の
コ
メ
ン
ト
で
す
。

　
「
は
じ
め
ま
し
て
、
こ
の
度
の
異
動

に
よ
り
交
通
機
動
隊
よ
り
転
任
し
て
き

ま
し
た
高
野
で
す
。

　
八
年
振
り
の
地
域
警
察
勤
務
で
駐
在

所
は
初
め
て
の
経
験
で
す
の
で
、
み
な

高野行純さん

さ
ん
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
が

多
々
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
安
全
で
安

心
な
町
づ
く
り
を
す
る
た
め
頑
張
り
ま

す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
2

　
御
正
駐
在
所
の
電
話
番
号
は
、
三
六

－
四
八
九
一
で
す
。

　
前
任
の
佐
藤
浩
さ
ん
は
、
熊
谷
警
察

署
刑
事
一
課
勤
務
と
な
り
ま
し
た
。

水道の故障・修理は、

水道工事を施工した

指定工事業者または、

当番の指定工事業者へ

お願いしてください。

5月の当番日 指定給水装置工事事業者 電話番号

1　●　6　●11●16●21●26●31 ㈱コ　バ　ヤ　シ 36－1206

2　●　7　・12　●17●22●27 ㈲笠原設備工業所 36－3662

3　●　8　・13・18●23・28 ㈲松　本　設　備 36－5177

4　・　9　・14●19●24●29 ㈲加藤ポンプ店 36－0310

5　●10●15　●20●25　●30 ㈱光　栄　建　設 36－1052

（5）



身近かな話題、ホットなニュースをお寄せください。 卜ζツワス、

●

4月6日（月〉～10日働にかけて、保育所、

幼稚園、南・北小学校、中学校の入学・

入所・入園式が行われました。

今年あらたにそれぞれの門をくぐるこ

とになった児童生徒数は、保育所33名、

幼稚園67名、南小学校85名、北小学校54

名、中学校180名で、合計419名の新入

生を迎えることになりました。

↓
o
U
劇
o
o

●

羅
螂鵜韓i難，
灘　　、　　　騨，

（6）



トピツ’7ス 身近かな話題、ホツトなニュースをお寄せください。

緩　一，

　3月29日（日）ピピアで、歌手の橋幸夫さ

んの奥様の橋凡子先生をお迎えして「健

康づくり講演会」が開催されました。

　当日は、痴呆症高齢者の介護にっいて

義母との生活を通しての体験談を混じえ

てご講演いただきました。また、アトラ

クションでは、林家ライス・カレー子さ

んによる健康漫才も行なわれ、高齢社会

に向かって直面する問題を、楽しく、わ

かりやすくご講演いただきました。

O
O
欄
O
o
↑

　（株〉ゼクセルより、町に車イス1台

が寄贈されました。この車イスは、同社

で働くみなさんが、缶ジュースや缶コー

ヒーについているプルタブを、2年間に

わたり700kg集めたものです。

　捨てればゴミのプルタブも、コツコッ

集めて資源に変えた良い事例から、町で

も職員がプルタブ集めを始めました。

　なお、同社では5年前から始め、1台

目の車イスは東松山市に、2台目を江南

町にとそれぞれ贈っています。

（7）



保

（8）

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
を
癒
援
し
ま
す

　
町
で
は
、
平
成
十
年
度
よ
り
子
育
て

中
の
お
母
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
を
応
援

す
る
た
め
、
検
診
や
託
児
付
き
の
健
康

づ
く
り
教
室
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
子
育
て
中
の
母
親
は
、
育
児
に
家
事

に
と
忙
し
く
、
な
か
な
か
自
分
の
健
康

管
理
ま
で
は
気
が
ま
わ
り
に
く
い
も
の

で
す
。
さ
ら
に
検
診
を
受
け
る
機
会
も

少
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　
そ
こ
で
、
平
成
十
年
度
よ
り
、
一
歳

半
健
診
時
に
、
母
親
の
検
診
を
実
施
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
検
診
項
目
は
、

尿
検
査
と
血
液
検
査
で
貧
血
や
血
中
脂

質
、
肝
機
能
、
腎
機
能
、
糖
尿
病
な
ど

の
疾
病
の
有
無
を
み
ま
す
。
ぜ
ひ
受
診

を
し
て
、
健
康
状
態
を
確
認
し
ま
し
ょ

う
。
詳
し
く
は
、
一
歳
半
健
診
の
通
知

の
際
に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
な
ん
と
い
っ
て
も
、
子
育
て
を
す
る

に
は
、
母
親
が
健
康
で
な
く
て
は
、
元

気
に
楽
し
く
育
児
が
で
き
ま
せ
ん
よ
ね
。

　
町
で
は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
体
操
、
調
理
実
習
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
健
康
づ
く
り
教
室
を
実
施
し
て
い

ま
す
が
、
参
加
者
の
多
く
は
、
四
十
代
か

ら
六
十
代
で
、
若
い
年
代
の
参
加
者
は

少
な
い
状
況
で
す
。
特
に
子
育
て
中
の

母
親
は
育
児
の
た
め
、
健
康
づ
く
り
を

す
る
チ
ャ
ン
ス
も
な
か
な
か
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
、
お
子
さ
ん
を
お
連
れ
に

な
っ
て
も
参
加
で
き
る
「
託
児
付
健
康

づ
く
り
教
室
」
を
開
催
し
、
子
育
て
中

の
お
母
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
を
応
援
し

ま
す
。

　
内
容
は
、
ソ
フ
ト
エ
ア
ロ
ピ
ク
ス
や

調
理
実
習
、
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

で
、
三
日
間
で
一
コ
ー
ス
の
教
室
を
二

回
実
施
す
る
予
定
で
す
。
第
一
回
目
は

六
月
～
七
月
に
か
け
て
実
施
し
ま
す
。
日

程
は
広
報
六
月
号
の
お
知
ら
せ
に
掲
載

し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
申
し
込
み
下
さ
い
。

ま
た
、
対
象
は
二
歳
か
ら
三
歳
く
ら
い

の
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の
母
親
と
し
ま

す
。
な
お
、
お
子
さ
ん
の
託
児
の
関
係

上
、
定
員
は
二
十
名
ま
で
と
し
ま
す
。

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
教
室
に
参
加
し
て
、
元
気
に
楽
し
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

健
康
づ
く
り
を
し
な
が
ら
、

が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
ね
。

子
育
て
も

大
里
郡
総
合
体
育
大
会

　
三
月
二
士
二
日
、
第
九
回
大
里
郡
総

合
体
育
大
会
の
閉
会
式
が
川
本
町
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
平
成
九
年
度
に
行
わ

れ
た
七
種
目
の
町
村
対
抗
大
会
の
結
果

に
そ
れ
ぞ
れ
得
点
を
つ
け
、
総
合
得
点

で
順
位
を
決
定
す
る
も
の
で
、
江
南
町

は
第
六
位
の
成
績
で
し
た
。

　
結
果
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

　
な
お
、
少
年
・
少
女
の
大
会
は
得
点

に
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

総
合
成
績
（
得
点
）

七六五四三覆優

位位位位位勝勝

大江花川妻寄岡

里南園本沼居部

村町町町町町町
19　21　25　25　27　33　33

　　　5　　　5
占占占占占占占

●
種
目
別
成
績

▽
一
般
男
子
野
球
大
会

　
七
月
二
十
日
、
二
十
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
会
場

甥四三灘優

チ位位勝勝
1
ム江花妻岡

三南園沼部
本
ソ　　田丁　田丁　田丁　田丁

妻
沼
町

7
点

6
点

5
点

4
点

　　　　　▽
堪三溝優筋
チ位勝勝三卓
1　　　十球
ム寄川江一大
　　　　日会
江居本南
南

町町町町会
卓　　　場

球567愛点点点江
好　　　南
会　　　町

▽
一
般
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

虜五三溝優倉

チ位位勝勝三
1　　　　十
ム江川岡妻一
　　　　　日
　南本部沼

会
場
江
専

町
　
7
点

町
　
6
点

町
　
5
点

町
　
2
点

江
南
町
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟



　

撒
②
▽
導
鰺
塵

欄
診
命
轡
導

r

おはなしカ、し、

日にち、　5月9日・5月23日
時　間　午後2時30分～午後3時
場所おはなしコーナー
対　象　小学校低学年まで
内　容　紙芝居・絵本

一5月のカレンダー一

日月火水木金土
　　　　　①2
345⑥78910⑪1213141616
17⑱⑲20212223
24⑳2627282930
31

　
時

　
　

　
後

　
午
日

　
～
館

間
時
休

時
9
は

館
前
印

開
午
○

○

語訳に。

長寿の食卓
　　　　　NH　K番組取材班編著
日本全国、この食にして、この元気
あり。平均年齢85歳、人生を輝いて
生きるお年寄り27人の自慢の献立と
は？

購の館

雛麟、・おねえちゃん騰スタ　　焚火の終わり上・下　懸
　　』轟塾爆　スゥェーデ多あ夫気免董隻引濃コ　　　岬の小さな家で育っ寡妻花懸護樹　撫鰯鍵

　　　　　　　　　　　　　レ97年度江南町立図書館で利用回数の多かった図書です。ぐ

【一般書】1．失楽園　上・下　　　　　　　　　　　　　　　【児童書】1．かいけつゾロリシリーズ

　　　　2．ブラック・ジャック　　　　　　　　　　　　　　2．わかったさんのアイスクリーム
　　　　3．ふたり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3．にんじゃやしききょ一ふのおるすばん
　　　　4．小林カッ代さんちのおいしいごはん　　　　　　　　4．スーパーマリオクイズぶっく
　　　　5．不機嫌な果実　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5．超めいろ王

▽
一
般
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

霧五三溝優吉

チ位位勝勝十
i　　　　九
ム江川妻寄日

　
会
場
寄
居
町

居
町
　
7
点

沼
町
6
点

本
町
　
5
点

南
町
2
点

中
央
ク
ラ
ブ

▽
壮
年
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

十
一
月
二
日

三三溝優

位位勝勝

大江寄岡

里南居部

出
場
チ
ー
ム

会
場
岡
部
町

町
6
・
5
点

町
6
点

町
4
点

村
4
点

三
本
ソ
フ
ト
ク
ラ
ブ

中
央
ク
ラ
ブ

▽
一
般
男
子
サ
ッ
カ
ー
大
会

五三欝優膏

位位勝勝一
　　　　日
江岡寄大’
　　　　八
南部居里日

出
場
チ
ー
ム

会
場
花
園
町

村
7
点

町
6
点

町
5
点

町
2
点

江
南
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ

▽
少
年
野
球
大
会

　
七
月
二
十
日
、
二
十
七
日

　
　
　
　
　
　
　
会
場

場五三溝優

チ位位勝勝
i
ム江川岡花

江南本部園
南

フ町町町町

大
里
村

▽
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

講霧卓
　　　　九
江寄大妻日

南居里沼

町町村町会
　　　　場

　　　　寄
　　　　居
　　　　町

出
場
チ
ー
ム
　
江
南
北
ミ
ニ
バ
レ
ー

▽
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会

場三溝優青

チ位勝勝一
i　　　　日
ム大岡江

　
会
場
江
南
町

南
町

部
町

里
村

江
南
南
サ
ッ
カ
ー

　
三
月
二
十
九
日
、
江
南
町
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
協
会
第
五
回
大
会
が
運
動
公

園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
行
わ
れ
た
大
会
は
、
協
会

員
七
十
九
名
が
参
加
し
、
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
結
果
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
コ
ア

持
田
　
昭
治
（
樋
春
南
）
5
5

渡
辺
　
勝
治
（
中
央
）
5
5

坂
田
　
保
子
（
樋
春
南
）
5
6

持
田
　
道
子
（
樋
春
南
）
5
6

小
島
甫
坐
心
子
（
樋
ノ
ロ
）
5
7

馬
場
　
英
文
（
樋
ノ
ロ
）
5
7

※
同
ス
コ
ア
の
場
合
は
、
年
齢
及
び
女

性
の
人
が
上
位
と
な
り
ま
す
。

（9）
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　　　見学自由（女性も可）

問合せ　黒岩道保智36－8433

11壕穆蕨搬

　行政・心配ごと・人権相談

　日常生活での困りごとや行政に対

する不満などのあるかたは、お気軽

にご相談ください。

日時5月26日（幻
　　　午前9時30分から正午まで
場　所　勤労福祉センター

　　　　　心配ごと・結婚相談

　　　　日常のいろいろな悩みや困りごと

　　　に対し、相談に応じています。秘密

　　　は守りますので、ぜひご利用くださ

　　　いo
●日時5月12日㈹
　　　　　　午前9時30分～正午
　　　場　所　勤労福祉センター

　　　成人健康相談

　健康に関することで、気になって

いること、心配なことなどありまし

たら、お気軽にご相談ください。

日時5月12日㈹
　　　午前9時30分～11時30分
場　所　保健センター

　　　江南町教育相談

　教育上の諸間題について相談に応

じています。秘密は守りますので安

心してご利用ください。

相談日　原則として毎週水曜日

申込み　江南町教育委員会

　　　智36－1521内線237
ちな　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ルか

1ミ　1縛　　蘇　　f惚　1き

寮か　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　恥ρ

国民年金には

　保険料の免除制度があります

　国民年金の保険料が経済的な理由

などで納めることができないときは

保険料の免除制度があります。

☆免除を受けられる場合

・法定免除→障害年金や生活扶助な

　　　　　どを受けているとき
・申請免除→所得がないときや納付

　　　　　が困難なとき
☆免除を受けた期間は

　将来、老齢基礎年金を計算すると

き、納付した場合の％の額として計

算されますので、受け取る年金額が
少なくなります。

　また、免除された期間は10年前ま

でさかのぽつて納めることができま

すので＼生活に余裕ができたときは

納めるようにしてください。

☆学生の免除は

　学生の場合は一般の免除基準とは

別に免除基準がありますのでご相談
ください。

　免除を受けたら、卒業して就職し

たとき早目に追納することが大切で
す。

　　サラリーマンの奥さん

　こんなときは、届出が必要です

　国民年金では、人生の節目節目で

手続きが必要です。届出をしないと

将来年金が少なくなったり、もらえ

なくなったりすることがあります。

サラリーマンと結婚して扶養

されるようになったとき
1号→3号

会社を退職して夫に扶養され

るようになったとき
2号→3号

夫が会社を退職したとき 3号→1号

ご自身が会社に就職したとき 3号→2号

ご自身の収入が増えて夫に扶

養されなくなったとき
3号→1号

離婚したとき 3号→1号

◎こんなときは「種別変更届」を住

民福祉年金係の窓口まで

　5月は自動車税の納期です

　自動車税は、4月1日現在で自動
車の所有者として登録されているか
たに課税されます。6月1日（月）が納

期限ですので、忘れずにお近くの金

融機関でお納めください。

　詳しくは、県自動車税事務所熊谷

支所　智32－8011または熊谷県税事

務所麿23－2809までお間い合せく
ださい。
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　　　江南町文化・芸術の祭典

窯運饗灘諏勢イバ蘇
江南町文化団体連合会会員による発表と展示

平成10年5月9日出／10日（日）
　会場：江南町総合文化会館ピピア／江南荘

ホールの部

9日（±）9：00～17：00

10日（日）9：00～16：00

10日（日）10：00～16：00

10日（日）9：00～13：00

フリーマーケットの部

　　　　　　　10日（日）9：30～13：00

水
温
む
魚
の
目
玉
動
き
出
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
笠
原
　
ひ
さ

水
温
む
農
夫
の
顔
に
も
ど
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
ロ
　
　
進

水
温
む
ど
ろ
ん
こ
汚
れ
の
靴
な
ら
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
島
文
恵

地
蔵
め
く
岸
の
釣
人
山
笑
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
谷
　
ま
つ

山
笑
う
艶
の
良
き
牛
振
り
む
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
田
　
育
予

よ
う
や
く
に
漬
菜
の
水
も
温
み
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
井
ト
モ
予

も
も
色
の
風
の
く
す
ぐ
り
山
笑
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
と
よ

山
笑
う
随
道
抜
け
し
南
斜
面

　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
部
　
正
次

水
温
む
ロ
笛
も
出
て
洗
車
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
笠
原
　
久
枝

水
温
む
蛇
ロ
を
ひ
ね
る
手
も
軽
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
慎
治
郎

賑
や
か
に
ス
カ
ー
ト
の
娘
等
山
笑
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
井
　
加
津

予
供
等
の
ボ
ー
ル
は
づ
め
り
水
温
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
端
不
三
子

ほ
と
ば
し
る
洗
車
の
水
も
温
み
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
本
和
子

水
温
む
水
琴
の
音
楽
し
め
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
宅
森
清
次

欝　
　
句

　
　
　
　
金
．

　
　
　
　
　
　
⑭

こ
う
・
な
轟

（1①
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農林学級（5月）

開催日 内　　　　　容 時　間

10日（日） 木工ウシの型抜き　㊨ 10＝00

10日（日） 木工ウシの型抜き　⑳ 13：30

13日㈱ まんじゅう作り　e 10：00

13日困 ナス・キュウリの栽培e 13：30

15日働 木工ウサギ・ワニのコート掛けe 10：00

17日（日） 木工入門教室（花台）e 10＝00

17日（日） ハナスベリヒユ栽培④ 13：30

20日㈱ ハナスベリヒユ栽培○ 13：30

21日休） パン作り　e 10＝00

23日（土） 木工レターラッタ作り⑳ 13：30

23日（土） サッマイモの植え付け㊥ 13：30

24日（日） サッマイモの植え付け④ 13＝30

25日（月） サツマイモの植え付けe 13：30

30日（土〉 木工動物の型抜き　e 10：00

31日（日） 木工工作室開放日　○ 10：00

　
般

　
一

　
＝

　
e
　
所

　
　
　
務

　
子
　
事

円
親
理
1

0
生
生
管
0

45

学
学
園
2
3

～
小
小
公
一

円
一
二
一
林
8
3

0
㊥
㊥
農
智

用
象
　
・
せ

　
　
　
付
合

費
対
　
受
問

花き園芸講座（5月）

開催日 内　　　　　容 費　用

13日（胸 大輪菊の作り方 1，500円

くさし芽の仕方＞

15日働 四ッ目垣の作り方 無　　料

20日㈱ ハンギングバスケットの作り方 2，500円

29日働 ハーブの育て方 2，000円

※時間は、午後1時30分

対象一般
受　付　毎月1日午前8時30分から

　　　行います。
問合せ　埼玉県農林公園内　植物振

　　　興センター分室費83－2841

、」f

赤十字家庭看護法講習会

家庭に病人ができたとき、家庭に

あるものを上手に使って心のこもっ

た看護の方法や疾病予防の基礎的な

医学知識の講義と実技を指導します。

日時6月2日（ウリ～5日働4日間
　　　午前9時30分～午後4時
場　所　小川赤十字病院

募　集　20名（先着順）ただし、全

人　員　日程受講可能なかた。

講　師　日本赤十字社家庭看護教師

受講料　無料（ノート代500円別途）

申込み・はがきで、〒336－0007

　　　浦和市仲町3－2－23

　　　日本赤十字社埼玉県支部
　　　　家庭看護法係あて
　　・はがきの裏面に、住所・氏
　　　名・年齢・生年月日・職業
　　　・電話番号・性別を記入。

　　・受講が決定したかたには、

　　　本人あてで受講票を送付。

　　第29回埼玉文学賞

　埼玉新聞社が県内の文芸振興のた

めに制定した「埼玉文学賞」の作品

募集をつぎのとおり行います。

部　門　小説・詩・短歌・俳句

題　材　県内在住、在勤者の場合は

　　　自由。県外者の場合には、

　　　埼玉の事物、風土、人間、

　　　歴史など埼玉とのかかわり
　　　をテーマにした作品である

　　　こと。
締切り　平成10年8月31日

　　　　（当日消印有効）

要 領・必ず未発表作品であること。

　　（同人誌も不可）

　・小説は400字詰め原稿用紙

　で50枚以内。ワープロ原稿
　の場合は縦20字で印字して
　　ください。

　・詩は3編、短歌は20句で同

　一テーマによる連作でも結

　構です。
　・応募は必ず400字詰め原稿

　用紙を使用してください。

　作品の返却はできません。
　・別紙に、住所、氏名（本名）

　年齢、職業、簡単な略歴、

　文歴、電話番号を付記して

　　　ください。
　　・入賞作品の権利は回っさい
　　　埼玉新閏社に帰属します。

問合せ　埼玉新聞社編集局文化部

　　　盈048－838－1900

　　危険物取扱者試験と

　　　試験準備講習会

　平成10年度第2回危険物取扱者試

験及び準備講習会が次のとおり開催
されます。

準備講習会

時
所
料

　
　
講

日
場
受

受付

6月13日（土）、14日（日）

熊谷市立勤労会館

6，700円（ただし、テキス

ト代は別）

5月25日（月）から6月5日㈹

まで（土・日は除く）

　申込書の交付、受付及び詳細につ

いては、熊谷地区消防本部予防課盈

22－9991、妻沼消防署智88－2114ま

でご連絡ください。

危険物取扱者試験
試験日　7月5日（日）

場　所　東京国際大学（川越市）

受付5月22日働から6月5日働
　　　まで郵送で受付ます。
　　　　（締切日消印有効）

　受験申請用紙は、熊谷地区消防本

部予防課、妻沼消防署に用意してあ
ります。

　　極真空手生徒募集

　軟弱な世の中だからこそ、飽衣・

飽食・放漫の世の中だからこそ、若

者たちよ、男も女も強くなれ！

　秩序ある社会の実現を目指して、
雄諸君、空手道で護身術を学ぽう・●

　国際空手道連盟、飼極真奨学会、

極真会館盧山道場江南支部が昨年4

月から活動しています。

指導者　総師範代　木内光明　三段

　　　　師範代　吉村昌治　三段

場所江南町柔道場
稽古日　毎週月・木曜日

時　間　午後7時～午後8時30分

水
温
む
子
等
の
ま
ま
ご
と
初
ま
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
小
鹿
原
そ
の
子

山
笑
う
釣
人
多
し
日
曜
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
道
子

水
温
し
お
玉
じ
ゃ
く
し
の
湧
き
た
る
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
井
登
代
子

野
川
に
も
小
魚
走
り
水
温
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
柴
益
次
郎

水
温
む
遠
廻
り
せ
り
散
歩
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
川
マ
ツ
ヱ

感
動
と
ロ
マ
ン
残
せ
し
山
笑
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
井
政
男
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すこやかさん　　⑭登場希望の人（対象は生後6ヵ月以上1歳未満）は役場総務課智36－1521へ連絡してください

蓄
鷺

沖

　　　　ま　　　ほ
矢木澤真穂ちゃん㊧
　平成9年6月16日生

両親｛褒轍板井
　早く歩けるようになって

大好きなお外でいっぱい遊
びたいなあ。

　イタズラもいっぱいしち

ゃうから、みんな気をつけ
てネ。

　　　　かず　　や
長瀬和哉ちゃん㊥
　平成9年5月18日生

両親縷轍成沢
　我が家のアイドル。生ま

れた時は、すごく小さかっ

たけれど、こんなに大きく

なりました。健康で明るく

素直な子に育って欲しいと

思います。

　　　　りよう　　や

杉田凌也ちゃん㊥
　平成9年6月7日生

両親｛箋千難小江，，、

　食いしん坊の凌くんは、

立っちが上手。大きなお兄

ちゃんの後をついて回って

います。兄弟仲良く、たく

ましく育って欲しいです。

曳、

　　　　か　　　ほ

新井花帆ちゃん㊧
　平成9年7月16日生

両親｛亜馨轟上新田

　おじいちゃんの財布と、

いちごの大好きな我が家の

アイドル、花帆ちゃんです。

　いつまでも、元気で、明

るく育ってね。

唖
桟
’
逗
輪
評
勇
旨
き
L
ロ
既
寵
巨
垂
ρ
奏
舅
胴
島
讐
鳴
糞
震
舞
藩
き
唇
諸

は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

㎜
く
ら
し
あ
ア
イ
テ
ィ
ア
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

牽
だ
顕
蘭
罰
き
巽
肇
媛
愛
樋
露
嬉
寧
髪
譲
曇
葵
鍾
思
隻
塞
養
旨
窮
曽
夏
曼
舗
雲
梅

我
が
家
の
生
産
物
を

使
っ
た
自
慢
料
理

一一1問下
　　　持大大茂

黒
豆
お
こ
わ

木
艶
　
子
さ
ん

沢
　
節
　
子
さ
ん

沢
　
幸
　
子
さ
ん
（
樋
春
南
）

田
志
げ
子
さ
ん

～、

▼
材
料
（
四
人
分

　
餅
米
：
…
…
…

　
黒
大
豆
：

　
水
…
…

　
砂
糖
…
：
　
　
　
・

　
塩
…
…
：
　
　
　
：

　
ゴ
マ
塩
－

集
発
行

土

、

・
…
…
ニ
カ
ッ
プ

　
…
…
五
〇
g

鼓
読
、
幌

…
…
…
：
適
量

▼
作
り
方

①
黒
大
豆
は
、
悪
い
豆
を
取
り
除
い
て

　
良
く
洗
い
ま
す
。
豆
が
か
ぶ
る
位
の

　
水
を
入
れ
、
二
晩
浸
し
ま
す
。
途
中

　
で
、
一
度
水
を
取
り
か
え
ま
す
。

②
餅
米
は
良
く
洗
い
、
か
ぶ
る
位
の
水

　
を
入
れ
て
一
晩
浸
し
ま
す
。

③
①
と
②
そ
れ
ぞ
れ
を
ざ
る
に
上
げ
て

　
水
を
切
り
、
ザ
ッ
ク
リ
と
混
ぜ
合
せ

　
ま
す
。
中
央
が
へ
こ
む
様
に
、
蒸
し

　
器
に
入
れ
て
蒸
し
ま
す
。

④
蒸
気
が
上
が
っ
て
三
十
～
四
十
分
し

　
た
ら
、
塩
・
砂
糖
少
々
を
入
れ
た
打

　
ち
水
を
し
ま
す
。
更
に
弱
火
に
し
て

　
十
五
～
二
十
分
程
蒸
し
ま
す
。

⑤
火
を
止
め
十
分
程
蒸
ら
し
た
ら
、
半

　
切
り
に
移
し
サ
ッ
ク
リ
か
く
枠
し
ま

　
す
。

※
黒
大
豆
は
煮
な
い
の
で
、
浸
す
時
間
、

　
蒸
す
時
間
を
長
く
し
ま
す
。
豆
本
来

　
の
味
と
色
が
増
し
て
美
味
で
す
。

B
江
南
町
役
場
総
務
課

　
あ
ら
は
れ
し
　
子
潟
に
人
の

　
は
や
遊
ぶ
　
　
　
　
　
清
崎
　
敏
郊

　
海
岸
で
潮
の
引
く
の
を
待
ち
か
ね
て

い
た
人
た
ち
が
、
潮
が
引
く
と
同
時
に

す
ぐ
に
干
潟
に
お
り
て
潮
干
狩
り
を
始

め
た
と
い
う
、
楽
し
そ
う
な
情
景
が
目

に
浮
ぷ
よ
う
な
句
で
す
。

　
潮
干
と
い
う
の
は
、
潮
が
引
く
こ
と

で
も
あ
り
ま
す
が
、
特
に
、
旧
暦
の
三

月
三
日
の
大
潮
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

今
年
は
三
月
三
十
日
が
旧
暦
の
三
月
三

日
で
し
た
。
こ
の
日
と
そ
の
前
後
は
潮

の
干
満
が
大
き
く
、
ま
た
陽
気
も
よ
く

な
り
、
潮
干
狩
り
の
シ
ー
ズ
ン
の
口
開

け
と
な
り
ま
す
。
三
月
三
日
の
ひ
な
祭

り
の
吸
い
物
に
ハ
マ
グ
リ
が
登
場
す
る

の
も
そ
の
た
め
で
す
。

　
た
だ
、
三
月
は
ま
だ
肌
寒
い
日
も
あ

り
ま
す
の
で
、
レ
ジ
ャ
ー
と
し
て
の
潮

干
狩
り
の
シ
ー
ズ
ン
は
、
や
は
り
春
の

大
型
連
休
あ
た
り
で
し
ょ
う
。

　
潮
干
狩
り
は
、
東
京
湾
や
大
阪
湾
の

浅
瀬
で
、
江
戸
時
代
か
ら
都
会
人
の
春

の
行
楽
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
た
よ
う

で
す
。
心
地
良
い
潮
風
、
広
い
海
の
風

旦
↑
潮
干
狩
り
は
快
適
な
春
の
レ
ジ

ャ
ー
で
す
。
で
も
最
近
は
潮
干
狩
り
の

で
き
る
場
所
が
減
っ
た
た
め
か
、
身
の

回
り
で
潮
干
狩
り
へ
行
っ
た
話
し
を
あ

ま
り
聞
く
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。

り
奮
四
八
五
－
一
一
一
六
⊥
五
二
一
）
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